デキストラン ヒフク ビショウ チョウジョウ ジセイ サンカテツ リュウシ オヨビ マンナン デキストラン ヒフク ビショウ チョウジョウ ジセイ サンカテツ リュウシ ヲ モチイタ ドウミャク コウカ ビョウヘン ノ ヒョウカ ： カクジキ キョウメイ ガゾウ オヨビ ソシキガクテキ ヒョウカ by 土屋 桂子
Evaluation of atherosclerotic lesions using
dextran- and mannan-dextran-coated USPIO : MRI









デキストラン ヒフク ビショウ チョウジョウ ジセ
イ サンカテツ リュウシ オヨビ マンナン デキス
トラン ヒフク ビショウ チョウジョウ ジセイ サ
ンカテツ リュウシ ヲ モチイタ ドウミャク コウ
カ ビョウヘン ノ ヒョウカ ： カクジキ キョウメ
イ ガゾウ オヨビ ソシキガクテキ ヒョウカ
URL http://hdl.handle.net/10422/3109
氏 名 土屋 桂子
学 位 の 種 類 博 士 （医 学）
学 位 記 番 号 博 士 甲第 681 号
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項該当
学 位 授 与 年 月 日 平成２５年 ３月７日
学 位 論 文 題 目 Evaluation of atherosclerotic lesions using dextran- and mannan-dextran-coated




審 査 委 員 主査 教授 犬伏 俊郎
副査 教授 三浦 克之







Evaluation of ath即osclerotic lesions using d血and mann皿-dextran-coated














鉄粒子を投与した。 (D・及びDM-UPSIO投与群、それぞれ5羽)投与量は①0.08mol/kg、 ⑧0.4皿血Ol蝕g、 ⑧
0.8mmOL血gとする。 (①◎各1羽、 ③各3羽) ③群は投与5日後にinvivo漁影MRAを施行。 ①～⑧群全て投
与5日後に犠牲死させ、大動脈を掃乱摘出積木にてinvitroMRI撮影を施行した。また、 ◎群では一定量(300














































(学位輪文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 60 0字以内で作成のこと。 )






1)か及び馴SPIO投阜5日後に血管壁のm vivo及びin vitro MRIを行ったところ、製
剤投与前後での信号雑音比(SNR)の差においてDM-USPIO投与群でより大きな変化が見ら
れた。
2 )大動脈標本のベルリンブルー染色による鉄陽性面積は、 ,伽卜USPIO投阜群で有意に高値を
呈した。
3 ) MRI及び組識学的評価からDIHJSPIOは従来のDIJSPIOに比べて、動脈硬化病変でより優
れた静断能を有する可能性が示唆された。
本翰文は、動脈硬化症の珍断、拾療効果の判定に有用なh択造影剤について新しい知見を与え
たものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(歯学)め
学位静文に値するものと嘗められた。
(総字数　598字)
(平成　25年　2月1日)
